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インフォメーションインフォメーション
■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
踏
ま
え
た
中
小
企
業
組
合
の
総(

代)
会
の
対
応
に
つ
い
て　

群
馬
県
中
央
会

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
総(

代)

会
の
開
催
方
法
及
び
定
款
で
規
定
す
る

時
期
に
通
常
総
会
を
開
催
で
き
な
い
場

合
に
つ
い
て
の
相
談
が
、
本
会
に
対
し

て
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
各
組
合
等
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
以
下
の
点
を
踏
ま
え
て

ご
対
応
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
書
面
、
電
磁
的
方
法
又
は
代
理
人
を

も
っ
て
議
決
権
を
行
使
で
き
る
旨
を
定

款
で
定
め
て
い
る
組
合
等
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
日
会
場
に
参
集
す
る
本
人
出

席
者
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

○
組
合
の
規
模
、
組
合
員
の
分
布
状
況

（
地
区
）、
定
款
の
規
定
状
況
な
ど
に
よ

り
一
律
の
回
答
を
お
示
し
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
本
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

商
工
中
金
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

５
月
20
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

編
集

後
記

◆
本
誌
４
月
号
発
行
か
ら
１
ヵ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
改
善
は
一
向
に
見
ら
れ
ず
、
都
市
部
を

中
心
に
、
日
々
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
じ
っ

と
耐
え
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
し
か

方
法
は
な
い
状
況
で
す
。

◆
事
業
者
に
お
い
て
は
、本
誌
に
掲
載
し
た

「
県
内
中
小
企
業（
製
造
業
）
景
況
動
向
調

査
」
の
結
果
の
と
お
り
、
本
年
４
月
以
降

の
３
ヵ
月
の
見
通
し
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
並
み
の
悪
化
予
測
。
さ
ら
に
、「
情

報
連
絡
員
だ
よ
り
」
の
３
月
の
状
況
は
、

８
年
８
ヵ
月
ぶ
り
に
雨
模
様
と
な
る
な
ど
、

悪
化
の
一
途
に
加
え
、
今
後
の
見
通
し
も

立
た
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
が
窺
え
ま

す
。

◆
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
飲
食
店
で
は
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
い

う
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
旅
館
業

で
は
、
定
休
日
を
設
け
、
初
め
て
、
全
社

員
を
対
象
と
し
た
社
員
教
育
を
行
い
、
基

盤
強
化
を
図
る
こ
と
に
専
念
。
さ
ら
に
、

製
造
業
で
は
、
東
京
に
出
張
で
き
な
い
た

め
、
初
め
て
、
取
引
先
と
ビ
デ
オ
会
議
で

打
合
せ
を
行
う
な
ど
、
苦
難
を
乗
り
切
る

た
め
行
動
す
る
力
強
い
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

◆
こ
う
し
た
方
策
の
有
効
性
が
認
め
ら

れ
、
結
果
と
し
て
、
従
来
の
業
務
の
見
直

し
や
、
新
た
な
顧
客
を
獲
得
す
る
機
会
と

な
り
、
平
常
時
に
戻
っ
た
際
、
業
績
ア
ッ

プ
に
結
び
付
け
ば
、
と
思
い
ま
す
。

◆
本
誌
作
成
の
頃
、
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
群
馬
県

に
お
い
て
も
、
県
民
に
対
す
る
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
要
請
に
加
え
、
施
設
へ
の
休

業
要
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
期
間

は
５
月
６
日
ま
で
。
ち
ょ
う
ど
、
本
誌
が

皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
で
す
。
皆
様
の

努
力
が
実
を
結
び
、
当
た
り
前
の
日
常
に

戻
る
兆
し
が
見
え
て
い
る
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。（
Ｊ
・
Ｔ
）

■
第
64
回
通
常
総
会
の
ご
案
内

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
「
第
64
回

通
常
総
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
後
日
改
め
て

詳
細
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

日
　
時　

令
和
２
年
５
月
29
日（
金
）

場
　
所　

前
橋
商
工
会
議
所
会
館

議
　
事

① 

令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収

支
決
算
書
承
認
の
件

② 

令
和
２
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
決
定
の
件

③ 
令
和
２
年
度
経
費（
会
費
）
の
賦
課
並

び
に
徴
収
方
法
決
定
の
件

④
令
和
２
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

⑤ 

令
和
２
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限

度
決
定
の
件

※
詳
細
は
、
本
会
総
務
課
ま
で
。

■
工
業
統
計
調
査
の
実
施
に
つ
い
て群

馬
県

　

工
業
統
計
調
査
が
令
和
２
年
６
月
１

日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
本
調
査
は
、
国
の
製
造
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
調
査
結
果
は
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
や
研
究
機
関
、
学
校
の
教
材
等
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
群
馬
県
統
計
課
経
済
産
業

係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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■
﹁
労
働
保
険
の
年
度
更
新
﹂
の
お
知
ら
せ

群
馬
労
働
局

　

令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
手
続
き
は
、「
６
月
１
日（
月
）
か
ら
７

月
10
日（
金
）」
ま
で
の
期
間
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
年
度
更
新
手
続
き
に
必
要
な

申
告
関
係
書
類
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

申
告
手
続
き
期
間
に
間
に
合
う
よ
う
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
政
府
が

労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を
決

定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
を
課
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
、
群
馬
労
働
局（
０
２
７

－

８
９
６

－

４
７
３
４
）
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安

定
所
ま
で
。


